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情
報
公
開
を
進
め
る
！

佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

佐
倉
市
議
会
の
各
会
派
・
議
員
の
賛
否
を
公
表
し
ま
し
ょ
う
。
議
会
の
録
画
・
録
音
の
情
報
公
開
も
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

09
年
月
6
月
18
日

上
ノ
山
博
夫
・
一
般
質
問

１
．
市
長
声
明
等
市
長
の
政
治

姿
勢
に
つ
い
て

上
ノ
山
質
問

①
市
長
声
明
に

つ
い
て
5
月
26
日
に
「
朝
鮮
民
主

主
義
共
和
国
（
北
朝
鮮
）
が
行
っ

た
2
度
目
の
地
下
核
実
験
と

短
距
離
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
に
対

す
る
声
明
」
と
し
て
市
長
名
で

声
明
が
出
さ
れ
た
。
が
、
「
声

明
」
で
は
な
く
、
は
っ
き
り
し

た
「
抗
議
文
」
と
い
う
形
で
出

す
べ
き
だ
っ
た
。
佐
倉
市
も
加

盟
し
た
「
平
和
市
長
会
議
」
も

「
抗
議
文
」
と
い
う
形
で
金
正

日
宛
に
発
信
し
て
い
る
。

市
長
答
弁

私
の
声
明
は
平
和

条
例
を
制
定
し
、
平
和
都
市
宣

言
を
行
っ
て
い
る
佐
倉
市
の
市

長
と
し
て
核
兵
器
の
開
発
に
つ

な
が
る
核
実
験
は
容
認
で
き
な

い
と
い
う
率
直
な
気
持
ち
と

「
北
朝
鮮
」
を
感
情
的
に
非
難

す
る
の
で
は
な
く
核
兵
器
廃
絶

に
向
け
て
努
力
す
る
各
国
の
努

力
を
無
駄
に
す
る
よ
う
な
国
際

社
会
の
一
員
と
し
て
恥
ず
べ
き

行
為
に
走
る
こ
と
な
く
冷
静
に

外
交
努
力
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
気
持
ち
を
表
明
し
た

も
の
。
今
後
も
平
和
事
業
を
継

続
し
、
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た

市
民
意
識
の
喚
起
と
戦
争
の
悲

惨
さ
を
忘
れ
ず
後
世
に
伝
え
る

た
め
の
努
力
を
続
け
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。

（
上
ノ
山
意
見
）
平
和
は
後
世

の
世
代
に
必
ず
引
き
継
い
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
。

一
地
方
自
治
体
と
い
え
ど
も
声

は
上
げ
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

③
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
に

つ
い
て

化
石
燃
料
以
外
の
バ
イ
オ
マ

ス
は
燃
や
し
て
も
炭
酸
ガ
ス
量

を
増
加
さ
せ
な
い
資
源
で
こ
れ

は
地
球
温
暖
化
防
止
、
循
環
型

社
会
形
成
の
た
め
に
大
変
重
要

な
も
の
で
あ
る
。

地
球
温
暖
化
防
止
、
循
環
型

社
会
形
成
を
目
指
し
て
い
る
佐

倉
市
と
し
て
も
早
急
に
、
「
バ

イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」
を
進

め
る
べ
き
だ
が
、
市
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
？

市
答
弁

佐
倉
市
に
お
け
る
バ

イ
オ
マ
ス
の
取
り
組
み
は
、
印

旛
衛
生
施
設
管
理
組
合
に
て
、

し
尿
処
理
汚
泥
か
ら
良
質
な
た

い
肥
を
生
産
。
佐
倉
市
酒
々
井

町
清
掃
組
合
で
は
、
酒
々
井
リ

サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
搬
入
さ
れ
た
一
般
廃
棄
物

の
焼
却
処
理
に
伴
う
余
熱
を
利

用
し
た
発
電
を
行
い
、
剪
定
樹

木
は
チ
ッ
プ
化
し
、
土
壌
改
良

剤
と
し
て
い
る
。
全
体
の
構
想
、

シ
ス
テ
ム
作
り
に
つ
い
て
は
調

査
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
上
ノ
山
意
見
）
地
域
か
ら
発

生
す
る
有
機
資
源
を
積
極
的
に

活
用
し
て
、
ト
ー
タ
ル
な
構
想

を
進
め
て
ほ
し
い
。

④
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で

の
施
設
整
備
に
つ
い

て
佐
倉
の
歴
史
と
文

化
と
自
然
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

観
光
客
の
来
訪
が
市
の
活
性
化

の
一
つ
の
材
料
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
と
こ
ろ
だ
が
、
一

方
、
ト
イ
レ
の
印
象
の
善
し
悪

し
が
そ
の
街
の
印
象
を
大
き
く

左
右
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
。
特
に
佐
倉
順
天
堂
記
念
館
、

サ
ン
セ
ッ
ト
ヒ
ル
ズ
、
武
家
屋

敷
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
早
急
な

改
善
が
必
要
で
あ
る
。

教
育
長
答
弁

ご
指
摘
の
よ
う

に
順
天
堂
記
念
館
と
武
家
屋
敷

の
ト
イ
レ
に
は
不
自
由
さ
が
あ

る
が
、
指
定
文
化
財
で
あ
る
た

め
現
状
で
変
更
で
き
る
こ
と
は

限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
為
、
ト

イ
レ
を
和
式
か
ら
洋
式
に
変
更

す
る
こ
と
で
見
学
者
の
利
便
性

の
向
上
を
図
り
た
い
と
思
う
。

市
答
弁

飯
野
台
観
光
振
興
施

設
は
平
成
20
年
度
か
ら
指
定
管

理
者
に
よ
る
管
理
と
な
っ
て
い

る
。
管
理
は
業
務
基
準
書
に
基

づ
き
実
施
し
て
い
る
が
、
さ
ら

に
徹
底
し
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。

（
上
ノ
山
意
見
）
観
光
客
誘
致

は
市
の
活
性
化
材
料
と
し
て
も

重
視
す
べ
き
で
、
お
客
様
を
迎

え
る
姿
勢
は
家
庭
も
同
じ
。
気

持
ち
よ
く
ト
イ
レ
を
使
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
気
を
使
い
た
い

も
の
で
あ
る
。

《
６
月
議
会
討
論
要
旨
》

議
案
第
1
号
「
平
成
21
年
度

佐
倉
市
一
般
会
計
補
正
予
算
」

本
予
算
に
は
「
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
発
行
事
業
」
に
一

千
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
福
祉
費
と
商
工
振
興

費
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
と
福

祉
を
優
先
す
べ
き
で
あ
る
。
例

え
ば
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
事
業
の
実
施
等
に
優
先

的
に
使
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た

市
の
「
特
定
健
康
診
査
」
の
自

己
負
担
は
他
自
治
体
と
比
較
し

て
も
高
す
ぎ
る
。
こ
れ
を
安
く

す
る
こ
と
を
優
先
す
べ
き
で
あ

り
本
議
案
に
反
対
す
る
。

陳
情
第
25
号
「
佐
倉
市
議
会
議

員
の
報
酬
等
引
き
下
げ
を
求
め

る
陳
情
」
は
平
成
18
年
１
月
に

出
さ
れ
た
特
別
職
等
報
酬
審
議

会
の
答
申
に
従
っ
た
市
議
の
報

酬
及
び
政
務
調
査
費
に
引
き
下

げ
る
べ
き
と
言
う
も
の
で
あ
り
、

賛
成
す
る
。

か
み
の
や
ま
ひ
ろ
お
（
佐
倉
市
議
会
議
員
）

上
ノ
山
博
夫

上ノ山博夫の「北口通信」

blogs.yahoo.co.jp/lovehkaminoy

09
年
６
月
16
日

藤
崎
良
次
・
一
般
質
問

１
．
働
き
か
け
へ
の
取
組

藤
崎
質
問

１
月
に
新
聞
報
道

さ
れ
た
「
佐
倉
市
議
会
議
員
に

よ
る
職
員
へ
の
働
き
か
け
」
に

対
し
、
情
報
公
開
条
例
等
改
正

案
が
提
出
さ
れ
、
当
該
議
員
の

職
務
に
関
す
る
も
の
（
職
務
権

限
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
氏
名

を
公
開
す
る
こ
と
に
な
る
。
職

務
で
な
く
個
人
の
場
合
は
？

市
長
答
弁

個
人
の
身
分
と
主

張
さ
れ
て
も
、
働
き
か
け
が
あ

れ
ば
働
き
か
け
報
告
書
は
作
成

さ
れ
る
。
開
示
不
開
示
は
条
例

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
。

（
藤
崎
意
見
）
結
局
微
妙
な
点

は
残
る
で
あ
ろ
う
。

２
．
文
書
管
理
条
例

藤
崎
質
問

今
国
会
に
お
い
て
、

次
の
よ
う
な
「
公
文
書
管
理
法
」

が
制
定
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

第
１
条
（
目
的
）
「
国
民
が
利

用
す
る
た
め
公
文
書
の
管
理
の

基
本
を
定
め
、
将
来
の
国
民
に

説
明
す
る
責
務
を
全
う
す
る
」
。

第
４
条
（
作
成
す
べ
き
文
書
の

範
囲
）
「
当
該
行
政
機
関
に
お

け
る
経
緯
、
意
思
決
定
過
程
文

書
を
作
成
す
る
」
。

佐
倉
市
で
は
、
以
前
の
国
民

年
金
の
記
録
（
紙
台
帳
、
電
算

処
理
し
た
収
納
記
録
、
収
納
結

果
デ
ー
タ
な
ど
）
は
、
廃
棄
し

た
と
の
こ
と
だ
が
廃
棄
記
録
文

書
は
な
い
。
そ
の
後
の
文
書
管

理
も
不
十
分
で
、
文
書
が
紛
失

し
て
い
る
が
？

市
答
弁

文
書
廃
棄
リ
ス
ト
に

は
、
廃
棄
者
指
名
、
廃
棄
許
可

者
指
名
を
明
示
せ
ず
、
法
令
に

保
管
年
限
あ
る
も
の
は
文
書
登

録
を
義
務
付
け
て
い
な
い
。

（
藤
崎
意
見
）
不
十
分
で
あ
る
。

３
．
佐
倉
市
の
特
定
健
康
診
査

Ｈ
20
年
度
特
定
健
康
診
査

の
個
別
検
診
自
己
負
担
が
３
千

円
（
集
団
は
千
円
）
と
高
く
、

厚
労
省
内
部
で
も
有
名
の
よ
う

だ
。
Ｈ
21
年
度
も
２
３
０
０

円
と
ま
だ
高
額
で
あ
り
、
佐
倉

市
の
健
康
へ
の
考
え
方
が
如
実

に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え

る
。
血
糖
値
と
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

検
査
の
両
方
を
受
け
る
人
は
い

な
い
。
両
検
査
費
用
が
計
上
さ

れ
て
い
た
の
は
何
故
か
？

市
答
弁

糖
尿
病
の
有
無
を
診

断
す
る
血
糖
値
と
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
検
査
に
つ
い
て
は
、
厚
労
省

指
導
と
昨
年
度
実
績
に
従
っ
た
。

（
藤
崎
意
見
）
二
重
請
求
は
止

め
る
べ
き
だ
。

４
．

今
年
度
の
予
算

今
年
度
の
佐
倉
市
（
当
初
）

予
算
書
で
は
、
佐
倉
市
職
員
の

地
域
手
当
は
７
％
と
明
記
さ
れ

可
決
さ
れ
て
い
る
が
、
７
．
５

％
を
支
給
し
て
い
る
。
条
例
は
、

７
．
５
％
に
改
正
さ
れ
た
が
、

予
算
書
の
説
明
と
は
異
な
る
手

当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
予
算

書
無
視
で
不
誠
実
に
、

予
算
を
超
過
し
て
支
出

し
て
、
問
題
な
い
と
市

長
は
考
え
て
い
る
の
か
？

市
長
答
弁

２
月
議
会

で
審
議
し
、
条
例
を
改
正
し
適

正
に
支
給
し
て
い
る
。

（
藤
崎
意
見
）
７
％
で
可
決
し

た
予
算
を
無
視
し
て
お
り
、
市

長
も
７
．
５
％
受
領
し
て
い
る
。

５
．
佐
倉
市
の
退
職
金
、
年
金

藤
崎
質
問

Ｈ
20
年
度
の
佐

倉
市
定
年
退
職
者
平
均
退
職
金

は
２
７
９
９
万
円
。
厚
労
省
の

２
０
０
８
年
１
月
の
調
査
で
は
、

退
職
一
時
金
制
度
の
み
の
企
業

平
均
（
30
人
以
上
）
で
は
、

大
学
卒
35
年
以
上
勤
続
定
年

で
１
７
６
４
万
円
で
あ
る
。
佐

倉
市
は
１
０
３
５
万
円
も
高
い
。

同
調
査
に
て
、
企
業
年
金
一

時
払
い
計
算
で
は
、
同
条
件
で

合
計
２
２
８
１
万
円
。
な
お
、

佐
倉
市
は
職
員
数
１
０
４
０
人

で
、
年
間
９
．
９
億
円
を
退
職

積
立
と
し
て
支
払
う
。

①
職
域
加
算
年
金
分
を
一
時
払

い
計
算
す
る
と
退
職
金
は
合
計

で
幾
ら
に
な
る
か
？

②
年
金
の
状
況
は
？

市
答
弁

①
数
字
が
独
り
歩
き

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、

比
較
は
控
え
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

②
Ｈ
19
年
度
定
年
退
職
者
平

均
年
金
月
額
は
、
厚
生
年
金
部

分
が
11
万
5
千
円
。
職
域
年

金
相
当
で
2
万
3
千
円
。
合

計
で
13
万
8
千
円
で
あ
る
。

（
藤
崎
意
見
）
納
税
者
平
均
よ

り
１
千
万
円
以
上
高
そ
う
だ
。

一
部
答
弁
を
拒
否
し
て
い
る
。

６
．
生
活
保
護
の
適
用

藤
崎
質
問

成
人
一
人
暮
ら
し

の
最
低
生
活
費
は
、
食
費
や
衣

類
な
ど
で
３
３
０
０
０
円
、
住

宅
が
４
６
０
０
０
円
、
光
熱
費

が
４
万
円
で
合
計

12
万
円
程

度
と
生
活
保
護
制
度
で
決
ま
っ

て
い
る
。

こ
の
最
低
生
活
費
の
条
件
に

満
た
ず
、
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
生
活
保
護
適
用
率
（
捕
捉

率
）
は
ど
の
程
度
か
？

ま
た
国
民
年
金
と
の
比
較
は
？

市
答
弁

研
究
者
の
試
算
で
捕

捉
率
は
10
％
か
ら
20
％
程
度

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

70
歳
の
高
齢
単
身
世
帯
で

考
え
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
は

６
万
６
千
円
。
生
活
保
護
で
は

７
万
円
、
住
宅
費
込
み
で
11

万
6
千
円
。

（
藤
崎
意
見
）
生
活
保
護
以
下

の
資
力
（
経
済
力
）
で
、
生
活

保
護
を
受
け
て
い
な
い
人
が

80
％
か
ら
90
％
で
あ
る
の
は

驚
き
だ
。

ふ
じ
さ
き

り
ょ
う
じ
（
佐
倉
市
議
会
議
員
）

藤
崎
良
次

６
月
の
市
議
会
概
要

市

長

提
出

議
案

16
件

、

同
諮

問
３

件

は

全

て
可

決

、

同
意

さ

れ

た

。

そ

の

他

に

請

願

５

件

（
採

択

３

）

、
陳

情

１

件
（

採

択
０

）

、
議

員
提

出

議
案

14
件

（
可

決

８

）

。
今

議

会

で
は

一

般
会

計

補

正

予
算

、

介

護
保

険

会
計

補

正

予

算
、

佐

倉

市
総

合

計
画

審

議

会

条
例

改

正

、
佐

倉

市
情

報

公

開

条
例

等

改

正
な

ど

が
審
議
さ
れ
た
。

今
議
会
の
議
案
か
ら

①

プ
レ

ミ

ア

ム

商

品

券

一

般

会

計

補
正

予

算

「
プ

レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行
事
業
」

に
一
千
万
円
の
交
付
金
が

計
上
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対

し
市
長
は
、

2
月
議
会
で

は
経
済
効
果
が
な
い
と
発

言
し
て
い
た
。
し
か
し
、

商
工
会
議
所
か
ら
の
要
請

に
よ

り

今

議

会
に

提

案

さ
れ

た
。

商
品

券

は

1
万

円
の

セ

ッ

ト
が

商
工

会

議
所

か

ら

1
万

セ

ッ
ト

販
売

さ

れ

、

各
セ

ッ

ト

に
千

円

の
割

増

券

（

佐
倉

市

の

補
助

）

が
つ
い
て
い
る
。

し

か

し

、

こ
の

商

品

券
を

購

入
で

き

る

の

は
、

数

的

に
市

民

の

ご

く

一
部

で

あ

り
、

お

年

寄

り

や

子

供
は

購

入

し
に

く

い

と

思

う

。

あ
ま

り

勧

め
ら

れ

な

い

事
業
で
あ
る
の
で
反
対
し
た
。

②

「

佐

倉

市

に

フ

ァ

ミ

リ

ー

サ

ポ

ー

ト

セ

ン

タ

ー

事

業

の

早

急

な

実

施

を

求

め

る

請
願

」

こ

れ

は
、

保

育

園
へ

の

お

迎

え

、

子

ど
も

の

一

時
預

か

り

等

要

望

の

多
い

同

事

業
を

早

急

に

全

市

を

網
羅

す

る

形
で

実

施

し

て

ほ

し

い
と

い

う

も
の

。

全

会

一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

③

「

佐

倉

市

議

会

議

員

の

報

酬

等

引

き

下

げ

を

求

め

る

陳

情

」

こ
れ

は

平
成

18
年

の

議
員

報

酬

、

政

務
調

査

費

の
引

き

下

げ

答

申

が

未
実

施

で

あ
り

、

そ

の

実

施

を

求
め

る

も

の
。

当

然

の

こ

と

と

思
う

が

、

賛
成

少

数

で

不
採
択
と
な
っ
た
。

議
会
報
編
集
委
員
会

「

市

議
会

だ

よ

り
」

に

は

各

議

員

に

よ
る

一

般

質
問

が

掲

載

さ

れ

て

い
る

。

基

本
的

に

、

議

員

か

ら

の
原

稿

に

基
づ

き

掲

載

さ

れ

る

。
し

か

し

、
誤

解

を

受

け

る

等

の
事

務

局

か
ら

の

申

し

出

に

よ

り
、

表

現

変

更

を

編

集

委

員

の

多

数

意

見

で

行

う

こ

と

が

あ

る

。
実

際

に

質
疑

さ

れ

た

原

稿

の

言
葉

を

、

そ
れ

以

外

の

言

葉

に

代
え

る

こ

と
は

、

表

現

の

自

由

に
も

関

係

し
て

く

る

。

今

後

、

議
会

報

で

の
議

案

の

賛

否

公

表

も
必

要

で

あ
る

。

編

集

委
員
会
は
傍
聴
可
能
で
す
の
で
、

傍

聴

を

お

待

ち

し

て
い

ま

す

。
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